
第1号様式 (第11条、第13条、第14条関係)

事 業  者  排 出 量 削 減 計 画 書 (瀬 変 更)

関西電力株式会社 取 締役社長 森 詳介

1   -06    -大阪市北区中之島3丁 目6番 16号
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雪骸醒    (その他の温室効果ガスの大規模排出
マ
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ム

基 本 方 針 螢番櫓装堕羅基稼鶴興肥高香走活動あ鳥目標を設定する全社の具体的行動計画

推 進 体 制 移寮り|を発塁学ち彙整碧墾曇こ書喜盗畜じ予軽彊晶籍首崩ど曇bそ午上雪・
埜活動を推進している。

年度ごとの具

体的な取組及
び措置

18～ 19 支店、営業所、電力所 省エネルギー活動の推進により電気使用量を前年度より毎年1%以 上削減する

18～ 19 電力所 (変電所) るSF6ガス回収率97%以 上を維持する。

1 S～ 19 支店、営業所、電力所 エコドライプの推進 ・実践により車両燃費を前年度より毎年1%以 上向上する。

18～ 19 支店、営業所、電力所 府認定のエコトライブマイスターを5 名配置し、エコドライブの推進を図る。

18～ 19 全社 使用電力量あたりのC02'H山誼を印j滅する。てキ成20～24年度の5ヵ年平均 :0 232krC02/klh程 度)
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〈二酸化炭素決算 (t))

自」滅準

(計画)
く% )

A事 業所等排出区分 6,842 t 8,368  t 223 %

B輸 送車両排出区分 t t %

cそ の他排出区分 5 , 0 5 9 t 5,061  t 00 %

排出合計 , 1        1 1 , 9 0 1 t Ⅲ2           13,429  t 12 8 %
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基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減率 (計画)

】1        1 1 , 9 0 1 1 て,2)(41)      13,429  t 1 2 8  %
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rli l,夕当する□には レnlを記入してください。4r定11栄イ以外で白■参加されるⅢ米イの方は レロ1の記入は不要です。

2「 ク1に辞年度Jとは1トロ川い〕の前年度を 「[1棟年技Jとは討田川い1の強終年度をいいます。
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